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千葉県介護福祉士会会報 にじ 

 

特集: 

 
• 平成２３年度通常総
会が行われました 

 

• 基調講演 

「介護福祉士をめぐる
政策と実際をめぐる 

 現状と課題」 
 

• 記念講演 

「地域で暮らすこと・介 

護福祉士に望むこと」 

最新ニュース: 

災害ボランティア体験記① 

「感じる・考える」 

研修報告・研修案内 

はれときどきにじ 

 「工夫してます☆」 

事務局だより 

 

 

 5月 29日（日）、一般社団法人 千葉県介

護福祉士会通常総会・記念式典が行われまし

た。 

 始めに、3月 11日の東日本大震災に伴い、

被災された方々に対して黙祷を捧げました。 

 以下は、山本会長の挨拶（抜粋）です。 

『3月 11日の東日本大震災において、私達介

護福祉士に何ができるかということを考えさせ

られる日々が続いています。 

 当初、救護・医療が必要であると言われてい

ましたが、日頃私達が行っている生活支援こ

そが今、必要であると感じています。その方の

環境や心理面を支える必要があります。これ

が私達の専門性であり、勉強していかなけれ

ばならないものだと思います・・・・ 

平成 23年度 通常総会が行われました 

 

総会審議 

 当日は出席者 65名、委任状 341名、正会員

（会費を納入し、決議の資格のある者）651名

により、総会が成立したことを司会より報告され

ました。 

 平成 22年度事業報告（第 1号議案）では、3

月 11日の大震災により、延期・中止になった研

修について報告がありました。また、22年度決

算報告（第 2号議案）では、収支計算書の書式

が変更になったため、会計より具体的な説明が

ありました。会計監査報告を受け、どちらの議

案も賛成多数により承認されました。 

 平成 23年度事業計画書＜案＞（第 4号議

案）・23年度収支予算書＜案＞（第 5号議案）

では、様々な活動予定の中で、活動終了や縮

小により収入源が予想されるもの、また、実際

には 800名程いる会員のうち、100名以上の

 

 現在、総務委員会を中心に、災害ボランティ

ア活動を開始しています。今後、詳しくご説明

していく機会を設けていこうと思っています。』 

会費未納の方がいるとの報告がありました。 

 第 3号・4号議案とも、賛成多数により承認

されました。 

 出席者の皆様のご協力で、全ての審議が円

滑に終了しました。 

 閉会挨拶として渡邉副会長より、「今日、ここ

に出席されている方は、全会員の中でかなり

少ない。しかし、今日一日を終わった時点で評

価してほしい。総会は意味があるんだというこ

とを他の会員に伝えてほしい」との言葉があり

ました。 

 昨年度・本年度の活動内容を確認していた

だき、積極的な参加をお願いしたいと思いま

す。 

平成 23年度 社団法人日本介護福祉士会通常総会が開かれました。 

 通常総会は 5月 28日（土）、株式会社損害保険ジャパン本社ビルにて行われました。 

 東日本大震災についての報告では、これまでに義援金は 600万円、ボランティアは福島県や

宮城県へ延べ 400人を派遣したとのことです。石橋会長は、『今後も被災者の方々をはじめ介

護が必要な方達に対して、介護福祉士の専門性を活かし、早期にもとの生活に戻れるように介

護・生活支援を行い、介護福祉士また職能団体としての役割を果たしていきたい』と挨拶されて

います。 
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○東日本震災をめぐって 

千葉県内では、旭の飯岡辺りが大きな被害があり、13名

が亡くなった。 

 慣れた環境で落ち着く認知症の方が、急な環境変化により

悪化してしまった。 

 小名浜の施設（ときわ苑）の方が鴨川へ避難してきている

が、新たな施設を作らなければ帰れない現状がある。 

 個々の利用者の特徴による行動（震災にあった場合の）に

ついてのプランニングが整備されていない→どういう動きを

するのか（混乱する・暴れるなど）、職員がそれに合わせてど

ういう動きをするのかを検討する必要がある。 

 災害ケア福祉士を千葉から！ 

 

 

基調講演 「介護福祉士をめぐる政策と実際をめぐる現状と課題」 

 

 

淑徳短期大学社会福祉学科長 教授 亀山 幸吉氏 

 

○国政の動向における実践キャリア・アップの意味す

るもの 

 ベテランの独断（判断）でしてしまう行動は、ある程度

の経験に基づいての判断をしていると思うが、本人の

意思なりを考えての対応なのか→経験主義でかなり判

断をしている現状 

10年くらいのキャリアを持っている人が、目標を失って

いるのではないか。 

自分の力量に合わせて、次のステップ、キャリアを求

める必要があるのではないか。 

＜職業能力評価＞ 

レベル１：ヘルパー2級レベル 

レベル２・３・４：介護福祉士レベル 

・指示がなければ動けない（初心者レベル） 

・指示がなくても自分の判断で動ける 

・ある程度チームも任せて、対応できる 

※資格優先ではなくて、何ができるか 

○介護福祉政策動向と実践課題 

家族や施設での医療行為 

医行為に対して、介護福祉士が専門性の一つとして獲

得していくべきなのか、大きなテーマである。 

ドイツでは、医療をメインとした介護職を養成している

が、日本は福祉をメインとしてきた。 

介護資質そのものが今後どうなっていくのか検討されて

いく。 

○介護福祉士の上に「認定介護福祉士」の設定は   

今後どうなる？ 

介護福祉士は、オールラウンドでできる人を評価して認

定されるが、その上にハイレベルのところで、指導力（ス

ーパーバイザー的思考）のある人を置こうというもの。 

障害者ケア専門士を千葉から養成していってほしい。 

 
いつも新しい情報を発信 

してくださる亀山 幸吉氏 
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 今日は国家資格を持たれている介護福祉士

さんへのお話です。 

 私は今、週３回入浴介助を受けています。そ

の３回とも事業所が違います。なぜかと言いま

すと、普通のヘルパーさんは女性が多いです。

でも、私は男ですので同性の方がいいため、

やっとの思いで３つの事業所を見つけました。

男性がいるかどうかというまでは、一つ一つ電

話しないとわからないですよね。１週間に１度

はお受けできますよ、という事業所が多かった

ので、３事業所になっている現状です。 

 今から２１年前、高校を卒業した頃はデイサ

ービスなどは無かったんです。だから、全介助

の自分は行くところはなかった。親は何とか福

祉の施設に入れようとしていた。私はそれには

賛成でした。でも、入るところがなかったので、

自分でサークルを作りました。バリアフリーな活

動に発展していきました。その中で、当時はま

だ福祉士はいない時代だったので、ボランティ

記念講演「地域で暮らすこと・介護福祉士に望むこと」 

若干違うんです。身体介護で仲良くなった方と、時間外で利害

関係はないんですよね。施設に入っていれば、時間外の A職員

という人と食事に行ったりとかは難しいんですけれど。事業所で

は・・・「時間外で連れて行ってあげたいんだけど、法律が邪魔を

して・・・」ということを、耳が痛いほど聞いています。 

福祉でできることとできないことがあると思うんですよね。福祉

とは「幸せ」です。今の制度内で幸せになれるんですか？という

と、最低限の命の保障と生活の保障は図れるけど、人間としての

生き方がなかなかできないという環境を考えると、福祉の充実を

考えれば考えるほど、人材のことが気になります。仕事として障

害者に触れ合えればいいと仕事と切り離している人が多いです。

今福祉はすごい充実してきたけれど、外との交流、「仕事」として

の交流はあるけれど、人としての交流はなくなってきているので

はないかと思います。 

若い介護福祉の学生さんに伝えたいことであるんですが、高

齢者社会になって、今若い人たちに伝えていかないと、福祉の本

当の考え方がねじれてしまうのはもったいないと思います。難し

い時期に来ているのではないかと私は考えます。 

最後に、色々会がありますが、障害者とかの参加がないんで

すね。ぜひ、千葉県から障害者や高齢者を入れる。意識改革を

健常者側が行うのではなくて、障害者と一緒に行っていく。それ

で世の中が変わっていくのではないのかなと思っています。 

 

 

アが中心で、とても積極的に活動していただきま

した。 

 ２０年間触れ合った人達との中で、社会の常識

と福祉の常識を知ることができました。 

○ヘルパーさんに初めて介護を受けた時、「今日

の介助はいかがでしたか？」と聞かれました。私

は答えられなかった。皆さんだったら、何と答え

ますか？ 

会員：改めて聞かれると困りますね。比較対象が

自分にはないので、「うん、よかったよ」と言うし

かないと思います。 

亀山氏：ヘルパーさんに直接言った方がいい場

合は率直に言いますが、ダメージを受けそうな場

合はちょっと考えますね。 

会員：率直に言っちゃいます。「ここが嫌だった」

「ここが良かった」とか。 

 私は何と答えたかと言いますと、福祉の専門職

との方たちと対等な立場でいることが長かったので、一人の

人間として見てしまったのです。「お願いだからそういうことは

言わないでください」と言いました。業務としては正しいです

が、支援の中であれをやってください・これをやってくださいと

言っていました。 

「僕はこういう環境で生きてきました。利用者と職員との関係

より、人間としての関係でいましょう」 

 段々と理解していっていただきました。何をかというと、私の

生きてきた環境の中で、確かに業務という支援は大切です。

お願いしています。だけど、人として付き合うっていうことを前

提として、手段としてやっていってください。 

○今、福祉に関心や興味のある方は福祉の養成校に行きま

すよね。障害者・高齢者に触れ合いたい、人の役に立ちたい

という方が多いと思います。でも、皆がみんな、そういう気持

ちで資格を持っていくのは、私は賛成ではありません。どうし

てだと思いますか？ 

会員：対等であるということですよね。障害者がそこにいれ

ば、そばにいる人が手伝えば資格なんて必要ない。いずれ自

分もそうなっていくと思えば、より良い社会にしなければいけ

ないよね、ということなのではないですか？ 

会長：人との関わりは、仕事ではないと。介護福祉士という入

口に立つ人を育てようとしていますが、仕事として教えるので

はなく、その方が求めているものを支えるということなのでは 

  ないでしょうか？ 

 

 
倉田氏の話題に終始 

笑いがおこりました。 

相談支援アドバイザー・生涯学習指導者  倉田 知典氏 
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災害ボランティア体験記① 

 事例で紹介します。 

 入居者Ｉさん（仮名）は、８０

歳代半ば女性、認知症、介護

者は息子さん５０歳代半ば。 

 福祉避難所でも認知症の症

状の悪化が顕著であり、混

乱、徘徊、失禁、大声を出す

等があり、家族介護者もスト

レスがある等の事を申し送り

ノートで確認しました。 

 職能団体のボランティアとし

て、夜間帯も含めたシフトを

組み、見守りを行い、落ち着

かない場合は抑えるのではな

く、本人に寄り添うケアの提

供の実施を行っていました。 

感じる・考える 

住む家が変わるだけでも

悪化する事もある認知症

相当なストレスがあったと

想像できます。 

皆さんはどう感じましたか 

” 

 私は、５月２４日（火）から、３泊４日の短

い期間ですが、宮城県亘理郡亘理町にあ

る緊急福祉避難所において、生活支援ボ

ランティアを行ってきましたので、報告させ

ていただきます。特に、在宅認知症高齢

者の方が、環境変化により、従来の生活

が出来なくなり、避難所生活で症状が悪

化した様子に胸が痛みました。 

 福祉避難所は、一般の避難所では生活

が困難、疲労やストレス、持病の悪化等

が懸念される高齢者や障害者の方の避

難所です。そして、できるだけ早く自宅で

の生活・仮設住宅での生活に戻れるよう

支援を行う所です。行政と、宮城県介護福

祉士会が連携し、宮城県介護福祉士会が

運営を任されていました。 

 ３泊４日のシフトを組み、日中・夜間帯を

含めての生活支援を行い、日中には地域

ボランティアや専門機関も連携していまし

た。私は、福岡県介護福祉士会の方と２

人で担当となりました。 

 私が担当した期間は２日間で

した。翌日には、精神科病院系

列の老健入所が決定し、移動す

ることになっていました。 

 この２日間の様子ですが、Ｉさ

んは不眠の３日目でした。役割

として、入居者全員分のお茶を

入れていただく事にし、時間に

関係なくお願いをしていました。

そのお陰で、入居者全員の水分

補給の確保ができました。また、

Ｉさんを中心に、入居者全員６世

帯１２人が、コミュニティケアを実

践しているかのように感じまし

た。 

 例えば、夜９時を過ぎたら、雑

音を出さないようにする入居者

全員の心遣い、もちろん、私が

担当した期間でも、大声を出す

等の行動はありましたが、少し

でも安心して頂けるように、ゆ

ったりとした雰囲気を心がけ、

寝る前にドライシャンプーをす

るなどしました。 

さすが、「その人らしさを考え

る」職能団体であると思いまし

た。 

 施設入所後の事はわかりか

ねますが、軽度の認知症があ

っても、住み慣れた地域で生活

できていた方です。このように

長引く避難所生活の時にこそ、

認知症の特性を理解した上で

の支援の必要性を痛感しまし

た。 

画像やグラフィックを説明す

るキャプション 

 

 

 
千葉ブロック 小松奈津恵さん 

 

 

３月１１日の東日本大震災により被害を受

けた地域に、数多くの会員の皆さんがボラ

ンティアとして派遣されています。 

 今号より、千葉ブロックの小松奈津恵さ

んに「災害ボランティア体験記」として、現

地に入って感じた事やお伝えしたい事など

を語っていただくことになりました。 

 現地に入らなければ分からなかった事も

たくさんあると思います。 

 ぜひ、一緒に感じ・考えてみてください。 
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 ○４月３０日（土） 

「講師のためのフォローアップ研修」 

「講師養成研修（実践編）」 

・とてもわかりやすくて理解できました

という意見が多く聞かれた研修でし

た。 

・三人三様の「シラバスの作り方」「授

業ノート（授業案）の作り方」を学ぶこ

とができて良かったとの声が聞かれ

ました・ 

・グループワークをすることでいろいろ

な意見が出たようで、白熱した意見交

換が見られました。      

（大沼 記） 

研修報告 

○第１回 千葉県介護福祉士会・在宅部会・施設部会 

合同研修会 

日 時：７月１０日（日）  

     １０：００～１６：００（受付９：３０） 

テーマ：「認知症ケアとセンター方式    PartⅠ」 

講 師：村越 洋子氏 

会 場：千葉県社会福祉センター ４階 

参加費：会員・準会員 ５００円 

      一般     ３，０００円 

定 員：８０名 

今回の研修会は、今年３月１３日に開催予定でした

が、地震により社会福祉センターが使用中止になり延

期となった研修会です。参加希望された皆様にはご連

絡できたものの、大変ご迷惑をおかけしました。 

次回 PartⅡは、９月１１日（日）に予定しております。 

毎回アンケートで希望されるテーマの一番多い「認知

症」ですので、PartⅠ・Ⅱともにご参加ください。 

お待ちしています。 

研修案内 

○東葛ブロック研修会 

日 時：６月１８日（土） １３：３０～ 

テーマ：コミュニケーションを大切にした

生活支援援助」 

講 師：南 静代氏 

会 場：千葉県福祉ふれあいプラザ  

（けやきプラザ） ７階介護実習室 

参加費：会員・準会員 ５００円 

      一般     １，０００円 

平成２４年度の介護保険法改定に向け

て、様々な提言がなされている今日、確

かな情報と準備が必要です。活動を通じ

て情報を発信していきたいと思っていま

す。         （ブロック長・堀越） 

○君津ブロック研修会 

日 時：７月９日（土） ８：３０～１７：００ 

テーマ：ポジティブ・シンキングで      

元気になろう 

講 師：村越 洋子氏 

会 場：富浦元気クラブ 

定 員：３０名程度 

介護現場で日々、悩んでいらっしゃる会員

の皆様を元気にしようと、村越洋子先生をお

迎えしての研修を企画しました。 

研修場所を君津より富浦に移し、新しく君津

ブロックのお仲間になった会員さんとの交流

会も予定しています。 

是非ご参加ください。  （ブロック長・谷中） 

 

 

○ケアマネジャー支援委員会研修会 

～ケアマネジャーを目指している皆様へ～ 

下記の日程により受験対策講座を開催いたします。 

第１回 ７月３１日（日） ９：３０～１６：００ 

「介護保険制度・介護支援分野」 

第２回 ８月２８日（日） ９：３０～１６：００ 

「保健医療分野」 

第３回 ９月２５日（日） 模擬試験 １０：００開始 

１３：００より問題解説をいたします。 

～既にケアマネジャーとして活躍されている皆様へ～ 

「介護支援専門員実務者研修」を下記により開催いたします。 

８月２１日（日） 

講師に訪問看護師を予定しています。 

内容が決定次第、改めてご案内いたします。 
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 事業委員会が２年の歳月をかけて作り上げた「快互（かいご）の教本」がついに完成しました。 

 介護の基本を、可愛いイラストとわかりやすい文章で説明しています。 

 会員頒布価格 １冊 １，０００円（１会員２冊まで） 

※できるだけ多くの会員にご利用いただきたいので、 

  ３冊目以降は １冊 １，３００円となります。 

 会員以外の方 １冊 １，３００円（何冊でも） 
                  

 送付等のご希望も承りますが、送料等は各自負担となります。 

詳しくは、事務局まで。 

 

○介護福祉士受験対策委員会研修会 

「交流会と介護福祉士国家試験模擬試験」 

６月１２日（日）  １３：００～１７：００ 介護福祉士受験対策・交流会 

８月２８日（日）  １０：００～１６：００ 中央法規 模擬試験 基礎編 

９月２５日（日）  １０：００～１６：００ 福祉カレッジ 模擬試験 基礎編 

１０月２９日（土） １０：００～１６：００ 中央法規 模擬試験 実力編 

１１月１３日（日） １０：００～１６：００ 福祉カレッジ 模擬試験 応用編 

１２月１１日（日） １０：００～１６：００ 全国一斉 模擬試験 

※会場はいずれも千葉県社会福祉センター ５階 

平成２１年４月から、新カリキュラムの下で介護福祉士養成がスタートしています。 

平成２４年１月の介護福祉士国家試験より、新カリキュラムに対応した出題基準に

基づく試験内容となることをお知らせ致します。 

○事業委員会研修会 

７月２４日（日） １０：００～１５：４５ 

「講師養成研修（実践編）」 

定 員：３０名 

９月１７日（土）・１８日（日） ９：００～１８：００ 

「介護技術講習指導者養成研修」 

定 員：４０名 

 

○千葉ブロック 第２回研修会 

日 時：９月１０日（土） １０：００～１６：００ 

テーマ：「腰痛を防ぐラクラク動作介助」 

     「介護場面に生かす動作介助技術」 

講 師： ・特定非営利活動法人  

動作介助研究所 事務局長 

     ・理学療法士   佐藤 幸恵氏 

会 場：千葉県社会福祉センター ５階 

定 員：４０名 

※福祉人材確保・定着対策事業の一環として

開催しています。 

現在の介護職向けにキャリアアップ研修を実施

し、介護の現場で働く全ての人々が誇りと自信

を持ち、長く働き続けていけるよう支援すること

が目的です。 

○東部ブロック 「介護の日」 

日 時：１１月２３日（水） ９：００～１４：００ 

内 容：①介護の日及び関連事業のＰＲ 

     ②介護に関してのアンケート 

     ③介護相談 

     ④高齢者及び介護者に負担をかけない介護方法の実演 

     ⑤福祉用具の展示・実演等 

介護福祉士はご存知のように、「介護」という仕事に社会的な評価が

高まらず、職業として選択するものが激減しています。しかし、介護・

福祉は私達の生活に欠かすことのできない存在であり、社会に認知さ

れることが必要です。そこで、実際に介護を支えるものとして、その仕

事などを各地域で多くの方にご案内し、広く知っていただく機会とする

ことを目的としています。 
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 ２３年度のこのコーナーは、事業所や施設で工夫している『事』『物』『者』について

紹介していきます。様々な取り組みや工夫を、是非ご覧ください。 

はれときどきにじ 「工夫してます☆」 

 頑丈な分、少し重たいですが、まだ一度

も壊れていません。 

②らくだシート 

 車椅子に乗車した際、自力ではなかな

か良い位置に座りなおすことができない

方や、体型の関係で２人介助で座りなお

しの介助をする方、また、皮膚状態が悪

く、摩擦や圧迫を極力避けたい方用に制

作しました。 

 上記の方々は、大抵、上下肢ともに力

が弱く（又は麻痺がある）、介護者の少し

の力でも皮下出血ができてしまうような皮

膚状態です。それまでは、致し方なくズボ

ンのゴムを持ち、膝裏を抱えての座りなお

しをしていました。 

 材料は、薄っぺらい長座布団（シーズン

を過ぎると５００円位で買えます）・マジッ

クテープです。 

長座布団は、表側のつるつるした面をワ

ザと裏（車椅子の座面側）にしています。

臀部側は適度に柔らかく、本来の表面に

比べて滑りにくくなっています。 

 車椅子にセットして、利用者の前傾の 

市川市・介護老人保健施設 

 当施設では昨年、介護・看護職員

を９つのチームに分け、それぞれが

注目する事柄についての研究発表

を行いました。 

 認知症やカラーセラピーなど、多

様なテーマで研究が行われました。 

 その中で、私たちのチームは『福

祉用具』に注目し、利用者の状態に

合わせた福祉用具を制作してみよう

ということになりました。 

① 安心背もたれ 

全介助の方の移乗介助をする

際、端座位が取れないために「靴を

履く」動作ができないという問題がありま

した。 

靴は移乗時の足の保護はもちろん、

床に足をついて「立つ」ことやこれから

「起きる」ということを意識するために大

変重要なアイテムです。実際に「立つ」こ

とが出来ない方でも、足に力を入れる気

にさせることができます。 

材料は、段ボール・バスマット・ノンスリ

ップシート（滑り止めシート）・ガムテープ・

ビニール紐です。 

元建設関係の職員と、レク係担当（工作

が得意？）の職員２名で、設計から制作

までを担当しました。 

 

 

  

 

らくだシート（楽だ・らくだ色のシート） 

 

介助をしてからシートを斜め後方に引っ

張ると、シートごと身体が後ろに下がると

いう仕組みです。 

 写真は紐で結わくタイプですが、座りな

おした後に、背もたれ後部にマジックテ

ープでシートを固定します。 

 利用者からも、大変ご好評をいただいてい

ます。 

③うがいの友 

 市販もされているようですが、取っ手付きの

ガーグルベイスンです。 

 口腔ケアの際、前傾が取れない方にベイス

ンを使用していただきますが、握力がなかっ

たり関節の変形などで、ベイスンが掴めない

場合があります。 

 フック型の取っ手を作成し、手全体でベイス

ンを支えるようにしました。 

 材料は、ハンガー・ノンスリップシート・荷物

用の取っ手（スーパーなどに置いてある物）・

針金等です。 

 こちらは針金を曲げたり、案を出すのに、職

員の家族にまでご協力をいただきました。 

 現在は、対象者全員が自力で口腔ケアを

することができており、棚の中で次の方を待

っています。 

 

 利用者に合った用具を考える時、「この人

は普段、どういう動作をしているのか」をじっ

くり観察することが必要であることを学びまし

た。 

 
安心背もたれ 

 
かなり力を入れて寄りかかっています。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴木 真喜枝（東葛） 佐藤 眞弓（北総） 寒川 律子（東葛） 丹羽 理恵子（東葛） 

山本 美代子（北総） 橘 みほ子（東葛） 及川 朋三（君津） 及川 麻奈美（君津） 

清水 紀子（千葉） 根本 園美（君津） 佐々木 洋子（北総） 八須 裕一郎（北総） 

白尻 清美（千葉） 中村 幸雄（北総） 石井 真知子（北総） 鈴木 真由美（北総） 

佐藤 可奈（東葛） 市原 由香梨（千葉） 長船 恵美子（北総） 光野 泰明（東葛） 

筧田 照子（東葛） 並河 妙子（千葉） 坂口 功（千葉） 高倉 直人（東葛） 

青柳 千恵（東部） 大熊 宏紀（北総） 塩谷 和茂（君津） 大島 岳史（東葛） 

河津 美智子（北総） 菊間 由美（千葉） 北原 久美子（北総） 蜂谷 厚子（北総） 

金野 民雄（千葉）                          ※（ ）内はブロック名 

２３年度 

第１回 ２３年４月３日（日） 

出席者 ２２名  委任状  ４名 

（内容） 

 ファーストステップ研修について 

 災害関係について 

 通常総会について 

第２回 ２３年４月２３日（日） 

出席者 １４名  委任状 １０名 

（内容） 

 通常総会について 

 災害対策 

 各委員会から提案内容審議 

理事会報告 

新会員紹介（正会員で同意された方のみ 敬称略、順不同） 

※事務局からのお願い 

・会費は納入されているのに、申し込み用紙が届いていない方がいます。 

・登録番号が申込書に記載されていない方は会員証や生涯研修手帳の手続きができませんの

で、お知らせ下さい。なお、会員証発効までには多少時間がかかりますこと、ご了承ください。 

・２３年度会費納入の締切りが過ぎていますので、未納の方はお早めにお願い致します。 

 （２３５名の方が未納です） 

事務局だより 

 

一般社団法人 
 

千葉県介護福祉士会 

〒260-0026 

千葉市中央区千葉港 4-3 

千葉県社会福祉センター 

3階 

 

TEL: 

043-248-1451 

 

FAX: 

043-248-1515 

 

E-MAIL: 

Kai5niji@poem.ocn.ne.jp 

 
編集：広報委員会・広報委員長 

皆様からのご意見・ご質問

お待ちしています。 

何でもお知らせ下さい！！ 

編集後記 
 先月、職場の行事で中庭（ベランダ）に色々な種類の苗・種を植えました。ちょうど梅雨の時期でもあり、あまりお手入れしなく

てもいいかな～と思っていましたが、なかなかに愛着がわいてきます。雨の日でも様子を見てみたり、雑草を抜いてみたり・・・。

すくすくと育つ植物を愛でるというのも、心が落ち着きますね。・・・この調子で家の植物にも愛情を注げたらいいんですが。（岩） 

 

第３回 ２３年５月１５日（日） 

出席者 １７名  委任状 ９名 

（内容） 

 業務執行の流れについて 

 通常総会について 

 社会福祉センターの避難誘導につい

て 

 日本介護福祉士会のテキスト販売に

ついて 

各委員会から提案内容審議 

会員数（６月７日現在  ７８６名） 
 

東葛ブロック  １６３名 

千葉ブロック  １５８名 

君津ブロック   ９９名 

東部ブロック   ９４名 

南部ブロック   ７３名 

北総ブロック  １９９名 

 

準会員        ４名 


